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新潟県津南町

地
域
の
灯
り
を
守
り
ま
す！



つ な ん じ か ん

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。

有機栽培農作物を提供いただきました

11 月 19 日に町内小学校の給食で

津南産の有機栽培農作物（米、ニンジン）が使用されました

米は農事組合法人グリーンアース津南様

ニンジンは株式会社亀福様より提供いただきました

児童は「いつもより美味しい！」「食感が少し違うかも」など

違いを探しながら給食を味わいました
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見て・知って・得をする　かわらばん
広報無線聞き直し
だんだんどうも！地域包括支援センターです
いきいき大好き津南町
地域おこし協力隊だより　農業の豆知識
広報ライブラリー
つなんの文芸
ハートマッチにいがた　年金コーナー
健康体力づくり 100 日運動　議会コーナー
Tap でいこう‼　苗場山麓ジオパーク日本認定 10 周年
なじょもん通信
町長の部屋 2

つなん

70 ちゃんねる　防災メール
戸籍の窓　広報編集室　津南町の人口

regulars

04 償却資産（固定資産税）の申告をお忘れなく
05 冬も大地の芸術祭を楽しもう！　

継業サポートセンターからのお便り
11 つなんまちかどスケッチ
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償
却
資
産

償
却
資
産

　　  
（
固
定
資
産
税
）

（
固
定
資
産
税
）のの

    

申
告
を
お
忘
れ
な
く

申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
建
物
の
ほ
か
、
事
業
で
使
用
す
る
構
築
物
や
機
械
、

器
具
、
備
品
な
ど
、
減
価
償
却
費
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
償
却
資
産
に
も

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
町
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
か
た
は
、
地
方
税
法
に

基
づ
き
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
を
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
申
告
方
法

　

申
告
対
象
と
な
る
か
た
に
は
12
月
中
旬
に
申
告
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。
申
告

書
お
よ
び
課
税
明
細
書
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
資
産
の
増
減
を
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
申
告
用
紙
が
届
か
な
い
か
た
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
申
告
し
た
償
却
資
産
の
課
税
標
準
額
の
合
計
が
１
５
０
万
円
に
満
た
な
い
と

き
は
、
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

※自動車税・軽自動車税の対象となる乗用車・貨物自動車・自動二輪車・小型特殊自動車は除きます。

大型特殊自動車
発電機
ミキサー　など

乾燥機
耕運機
ビニールハウス　など

オイルチェンジャー
地下タンク
洗車機　など

レントゲン装置
手術機器
歯科診療ユニット　など

製造機械設備
金型　など

理・美容いす
サインポール
洗面設備　など

駐車場のアスファルト
フェンス　など

商品陳列ケース
自動販売機
冷蔵庫　など

パソコン、コピー機、
エアコン、看板、舗装路面、
金庫、レジスター　など

厨房設備
冷凍冷蔵庫
カラオケセット　など

申告期限

令和７年1月31日㈮
お問い合わせ

税務町民課 税務班
℡ 765-3113

対象となる償却資産の例

建 設 業

農 業

製 造 業

理容業・美容業

共 通ガソリン販売業

医・歯科業

不動産貸付業

小 売 業 料理飲食業
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こ
ん
に
ち
は
。
継
業
エ
リ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
緒
方
で
す
。

　

今
回
は
「
継
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
役

割
」
に
つ
い
て
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
継
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
ど

こ
に
あ
る
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
「
ま
ち
な
か
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス　

だ
ん

だ
ん
」
の
中
に
継
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
ま
だ
足
を
運
ば

れ
た
事
が
な
い
か
た
も
多
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

気
軽
に
足
を
運
べ
る
、
話
に
来
れ
る
、
集

ま
れ
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
、
是
非

一
度
、
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
「
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
２
４
」
閉
幕
後
も
大
地
の

芸
術
祭
で
は
、四
季
折
々
の
越
後
妻
有
の
魅
力
を
ア
ー
ト
を
媒
介
に
し
て
お
見
せ
し
ま
す
。

年
明
け
の
２
０
２
５
年
１
月
か
ら
３
月
に
は
、
冬
の
企
画
展
や
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
を
「
越
後

妻
有
の
冬 

２
０
２
５
」
と
し
て
開
催
し
、
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
ツ
ア
ー
も
運
行
し
ま
す
。
詳
細
は
決
ま
り

次
第
、
大
地
の
芸
術
祭
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

ご
案
内
し
ま
す
。

■
会　

期

　

１
月
25
日
㈯
～
３
月
９
日
㈰

　

※
祝
日
を
除
く
火
水
定
休

■
共
通
チ
ケ
ッ
ト

　

一　
　

般　
　

２
，
０
０
０
円

　

小
中
学
生　
　
　
　

８
０
０
円

※
画
像
は
「
越
後
妻
有
２
０
２
４ 

大
地
の
芸
術
祭 

冬
」

　

企
画
展
の
様
子

▼
冬
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
越
後
妻
有
の
冬 
２
０
２
５
」

継
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は

　

こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す

個
別
相
談
会
を
左
記
の
通
り

　
　
　
　
　

開
催
し
て
い
ま
す

・
事
業
者
さ
ん
の
相
談
・
サ
ポ
ー
ト

・
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

・
支
援
機
関
さ
ん
と
の
連
携

・
個
別
相
談
会

・
掘
り
起
こ
し

・
１
月
は
お
休
み
致
し
ま
す

・
２
月
６
日
㈭　

午
後
１
時
～
６
時

・
３
月
６
日
㈭　

午
後
１
時
～
６
時

・
４
月
３
日
㈭　

午
後
１
時
～
６
時

　

今
後
も
事
業
承
継
の
重
要
性
を
広
め
る
た

め
に
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

「
事
業
承
継
に
向
け
て
ど
う
進
め
れ
ば
い

い
の
？
」
「
後
継
者
を
探
し
た
い
け
ど
方
法

が
わ
か
ら
な
い
。
」
な
ど
お
困
り
ご
と
な
ど

あ
れ
ば
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

継
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

（
ま
ち
な
か
Ｏ
Ｓ
だ
ん
だ
ん
内
）

　

担
当
：
緒
方

　

℡
０
７
０
‐
９
２
４
５
‐
９
７
５
４

からのお便り

けい
ぎょう

冬も大地の芸術祭冬も大地の芸術祭
　　　を楽しもう　　　を楽しもう！！

Photo by Nakamura Osamu



広報 6令和６年12月号

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

く
ら
し

令
和
７
年
度

会
計
年
度
任
用
職
員
の

任
用
登
録
受
付

水
道
の
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

町
が
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用
（
採
用
）

を
行
う
場
合
は
、
事
前
に
登
録
の
申
し
込
み

を
さ
れ
た
か
た
の
中
か
ら
選
考
し
て
任
用
し

ま
す
。
令
和
７
年
度
の
任
用
登
録
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、
次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
登
録
申
込
資
格

　

高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
か
た

■
登
録
の
手
続
き

　

会
計
年
度
任
用
職
員
任
用
登
録
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
総
務
課
総
務
班
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
総
務
課
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
任
用
登
録
・
選
考

　

申
込
者
は
任
用
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
、
町

が
任
用
を
必
要
と
す
る
場
合
、
選
考
（
書
類
・

面
接
）
を
行
い
ま
す
。
登
録
は
令
和
７
年
度

１
年
間
有
効
で
す
。
た
だ
し
、
年
度
途
中
の

申
し
込
み
は
、
申
し
込
み
の
日
か
ら
そ
の
年

度
末
ま
で
で
す
。
な
お
、
登
録
さ
れ
て
も
、

任
用
の
必
要
が
な
く
選
考
を
行
わ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
登
録
受
付
期
間

　

12
月
20
日
㈮
か
ら
１
月
17
日
㈮
ま
で
に
申

し
込
み
い
た
だ
く
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま

す
が
、希
望
が
あ
れ
ば
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

■
職
種
・
報
酬

①
事
務
職
（
一
般
事
務
補
助
、文
化
財
事
務
補
助
）

 
 
１
５
６
，
８
７
０
円
～

②
技
術
職
（
保
育
士
、
保
育
助
手
、
看
護
師
等
）

 
 

１
６
１
，
２
２
６
円
～

③
技
能
・
労
務
職
（
調
理
員
、用
務
員
、看
護
助
手
、

労
務
補
助
等
） 

１
５
６
，
５
８
１
円
～

④
学
校
技
術
職（
栄
養
士（
要
資
格
）、支
援
員（
特

別
支
援
を
要
す
る
児
童
の
補
助
）、
複
式
対
応
講

師
、
学
習
支
援
員
） 

１
７
３
，
３
２
３
円
～

⑤
自
動
車
運
転
員 

１
７
６
，
６
１
３
円
～

■
任
用
の
期
間

　

１
会
計
年
度
内
（
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
８
年
３
月
31
日
）

■
勤
務
条
件
・
手
当
等

・
勤
務
時
間
は
原
則
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）
で
職
種
等
に
よ
り

始
業
・
終
業
時
間
が
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

・
町
の
規
定
に
基
づ
き
、
期
末
手
当
、
勤
勉

手
当
、
通
勤
費
用
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
年
次
有
給
休
暇
を
は
じ
め
任
用
期
間
に
よ

り
各
種
休
暇
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

・
勤
務
時
間
等
の
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場

合
は
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
の
適
用
と
な

り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

　

水
道
管
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下

に
な
る
と
凍
結
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
水
道

管
が
凍
結
す
る
と
水
が
出
な
く
な
る
だ
け
で

な
く
、
管
が
破
裂
し
て
漏
水
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。適
切
な
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
凍
結
し
や
す
い
と
こ
ろ

・
屋
外
で
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
給
水
管

・
給
湯
器
本
体
お
よ
び
給
湯
器
の
給
水
管

■
凍
結
さ
せ
な
い
た
め
に

　

凍
結
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
水
道
管
や

屋
外
水
栓
を
保
温
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
は
、
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
等
の
保
温
材
の
取
り
付
け
が
効

果
的
で
す
。
ま
た
、
長
期
間
水
道
を
使
用
し

な
い
際
に
は
止
水
栓
を
閉
め
、
水
抜
き
を
行

う
こ
と
で
凍
結
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
も
し
漏
水
、
破
裂
し
た
と
き
は
…

　

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
上
下
水
道
料
金

が
加
算
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
津
南
町
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
相
談
し
、
早
め
の

修
理
を
お
願
い
し
ま
す
。（
修
理
費
は
使
用
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
。）

　

す
ぐ
に
修
理
が
で
き
な
い
場
合
は
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
元
栓
を
閉
め
、
水
を
止

め
て
お
く
対
策
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
日
頃
か

ら
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
位
置
を
ご
家
族
で

確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

指
定
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
津
南

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

s://w
w

w
.tow

n
.

tsu
n

an
.n

iig
ata.jp

/
so

sh
ik

i/k
en

setsu
/

suidojigyosha.htm
l

■
空
き
家
や
留
守
の
建
物
に
つ
い
て

　

空
き
家
や
留
守
と
な
っ
て
い
る
建
物
で
、

全
国
的
に
冬
期
間
の
水
道
管
の
凍
結
被
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

　

寒
波
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
不
在
の
建
物

で
漏
水
が
発
生
し
て
い
な
い
か
、
ご
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６
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相
　
談

一
人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
相
談
を
！

弁
護
士
に
よ
る

無
料 

「
法
律
相
談
」 

開
催

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

年
末
年
始
開
業
日

十
日
町
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

年
末
の
証
明
書
発
行
な
ど
は

余
裕
を
持
っ
て
お
早
め
に

　

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
の
年
末
年
始
の

開
業
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ご
み
処
理
業
務

　

年
末
年
始
の
ご
み
の
持
ち
込
み
（
直
接
搬

入
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
12
月
29
日
㈰

　

日
曜
開
業
日　

午
前
８
時
45
分
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
４
時
45
分

〇
12
月
30
日
㈪

　

年
末
開
業
日　

午
前
８
時
45
分
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
４
時

〇
12
月
31
日
㈫
～
１
月
３
日
㈮

　

休
業

〇
１
月
４
日
㈯

　

土
曜
開
業
日

　

午
前
８
時
45
分
～
11
時
45
分

〇
１
月
６
日
㈪
～

　

平
常
開
業

※
詳
し
く
は
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
し
尿
処
理
業
務

　

し
尿
の
汲
取
作
業
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

〇
12
月
27
日
㈮
ま
で

　

平
常
業
務

〇
12
月
28
日
㈯
～
１
月
３
日
㈮

　

休
業

〇
１
月
６
日
㈪
～

　

平
常
業
務

　

令
和
７
年
２
月
14
日
㈮
以
前
は
、
税
務
署

内
に
確
定
申
告
会
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
税
務

署
の
確
定
申
告
会
場
の
開
設
期
間
は
、
令
和

７
年
２
月
17
日
㈪
か
ら
３
月
17
日
㈪
ま
で
と

な
り
ま
す
。（
確
定
申
告
に
関
す
る
詳
細
は
１
月

号
に
掲
載
し
ま
す
。）

　

な
お
、
２
月
14
日
㈮
以
前
の
税
務
署
で
の

相
談
は
、
電
話
に
よ
る
事
前
予
約
制
と
な
り

ま
す
。

※
ス
マ
ホ
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ

ば
、
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

や
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
か
ら
自
宅
で
確
定
申
告

　

年
末
年
始
、
役
場
は
12
月
28
日
㈯
か
ら
１

月
５
日
㈰
ま
で
閉
庁
と
な
り
ま
す
。
証
明
書

等
交
付
の
臨
時
対
応
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

余
裕
を
持
っ
て
申
請
等
の
準
備
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

年
末
は
な
に
か
と
各
種
証
明
書
を
必
要
と

す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
例
年
窓
口
も

混
み
合
い
ま
す
の
で
、
余
裕
を
持
っ
た
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録
証
明
書
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
こ
と

で
コ
ン
ビ
ニ
で
発
行
で
き
ま
す
。

※
年
末
年
始
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
入
る
た

め
、
発
行
で
き
な
い
日
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

法
律
に
か
か
わ
る
問
題
、悩
み
に
つ
い
て
、

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
料
は
無
料
で
、
お
ひ
と
り
（
一
組
）
30

分
ま
で
と
な
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
弁

護
士
さ
ん
に
相
談
す
る
機
会
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

事
前
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
左
記

開
催
日
の
前
週
の
金
曜
日
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
定
員
に
達
し
次
第
、

締
切
と
な
り
ま
す
。

■
開
催
日　

原
則
毎
月
第
２
水
曜
日

※
今
後
３
か
月
の
開
催
予
定
日

　

１
月
…
…
…
８
日
㈬

　

２
月
…
…
…
12
日
㈬

　

３
月
…
…
…
12
日
㈬

■
火
葬
業
務

　

津
南
斎
場
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
12
月
30
日
㈪
ま
で

　

平
常
業
務

〇
12
月
31
日
㈫

　

午
前
の
み
業
務

〇
12
月
31
日
㈫
午
後
～
１
月
２
日
㈭

　

休
業

〇
１
月
３
日
㈮
～

　

平
常
業
務

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

　

℡
７
６
５
‐
３
４
９
５

※
12
月
31
日
㈫
～
１
月
５
日
㈰
は
、
電
話
対

応
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

書
を
作
成
し
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
り
送
信

（
提
出
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
国
税
に
関
す
る
ご
相
談
・
ご
質
問
は
、

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
（
ふ
た
ば
）、
タ
ッ
ク
ス
ア

ン
サ
ー
、
国
税
庁
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
ほ

か
国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
℡
０
５
７
０

‐
０
０
‐
５
９
０
１
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
会
場
へ
の
入
場
に
は
「
入
場
整

理
券
」
が
必
要
で
す
。
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に
よ
る
事
前
発
行
を
お

勧
め
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
税
務
署

　

℡
０
２
５
‐
７
５
２
‐
３
１
８
１
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■
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場
所　

津
南
町
役
場　

３
階

■
相
談
内
容　

借
金
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
不

動
産
、
交
通
事
故
、
労
務
問
題
、
相
続
、
離

婚
、
家
庭
内
ト
ラ
ブ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

関
連
の
ト
ラ
ブ
ル
、
悪
質
商
法
な
ど

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ　

　

税
務
町
民
課　

町
民
班　
　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

Ｄ
Ｖ
の
お
悩
み
、ひ
と
り
で

抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

パ
ー
ト
ナ
ー
や
配
偶
者
な
ど
か
ら
受
け
て

い
る
様
々
な
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
に
つ
い
て
、
左

記
連
絡
先
に
て
、
専
門
の
相
談
員
が
一
緒
に

考
え
ま
す
。「
暴
力
を
振
る
わ
れ
て
い
る
」「
自

分
だ
け
じ
ゃ
な
く
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
も
心

配
」「
逃
げ
出
し
た
い
」
な
ど
、
ど
ん
な
相

談
も
連
絡
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
Ｄ
Ｖ
相
談
窓
口

・
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
＃
８
０
０
８

（
最
寄
り
の
都
道
府
県
の
配
偶
者
暴
力
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。
都
道
府
県
に

よ
て
は
、
既
存
の
施
設
を
配
偶
者
暴
力
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
に
指
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。）

・
Ｄ
Ｖ
相
談
＋
（
プ
ラ
ス
）

　

℡
０
１
２
０
‐
２
７
９
‐
８
８
９

　

電
話
は
、
24
時
間
受
付
し
て
い
ま
す
。

　

外
国
語
相
談
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
）
に
も
対
応

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
面
談
も
実
施

　

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら

　

虐
待
か
も
、
と
思
っ
た
と
き
な
ど
に
、
す

ぐ
に
児
童
相
談
所
に
通
告
・
相
談
が
で
き
る

全
国
共
通
の
電
話
番
号
で
す
。

　
「
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

「
１
８
９
」」
に
か
け
る
と
お
近
く
の
児
童
相

談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

通
告
・
相
談
は
、
匿
名
で
行
う
こ
と
も
で

き
、
通
告
・
相
談
を
し
た
人
、
そ
の
内
容
に

関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
１
８
９

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

募
　
集

十
日
町
税
務
署

ア
ル
バ
イ
ト
職
員
募
集

■
雇
用
期
間

　

①
令
和
７
年
２
月
上
旬
～
３
月
中
旬

　

②
令
和
７
年
２
月
中
旬
～
３
月
中
旬

■
勤
務
時
間

①
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
の
間
で
３
・

５
時
間
ま
た
は
５
・
５
時
間
（
５
・
５
時
間

は
休
憩
１
時
間
）

②
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
の
間
で
５
・

５
時
間
（
休
憩
１
時
間
）

※
研
修
な
ど
で
、
勤
務
時
間
が
上
記
時
間
か

ら
変
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
業
務
内
容

　

①
、
②
申
告
会
場
の
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ

操
作
補
助
、
書
類
整
理
な
ど

■
募
集
人
数

　

８
名
程
度

■
給
与

　

①
、
②
時
給
１
，
０
１
０
円

※
給
与
法
改
正
等
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
資
格

　

納
税
者
対
応
が
可
能
で
、
ス
マ
ホ
操
作
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
か
た

■
応
募
方
法

　

担
当
者
に
電
話
連
絡
の
上
、履
歴
書
（
３
ヶ

月
以
内
に
撮
影
し
た
正
面
向
き
写
真
を
貼
付
）
を

持
参
ま
た
は
郵
送
し
、
面
接
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

面
接
の
際
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
ス
マ
ホ
操

作
の
簡
単
な
実
技
試
験
を
行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

〒
９
４
８
‐
８
５
０
２

　

十
日
町
市
本
町
１
丁
目
上
１
番
地
18

　

十
日
町
税
務
署　

総
務
課

　

℡
０
２
５
‐
７
５
２
‐
３
１
８
１

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

入
校
生
募
集

◆
Ｉ
Ｔ
養
成
科
３
期

　

パ
ソ
コ
ン
応
用
コ
ー
ス 

■
対
象

　

パ
ソ
コ
ン
や
Ｉ
Ｔ
分
野
の
知
識
・
技
能
を

習
得
し
、
就
職
を
希
望
す
る
人

■
期
間　

　

令
和
７
年
２
月
14
日
㈮
～
６
月
13
日
㈮

■
時
間

　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
３
時
40
分

■
会
場

　

キ
ャ
リ
ア
・
ス
テ
ッ
プ
魚
沼
教
室

　
（
魚
沼
市
佐
梨
６
３
１
番
地
２
）

■
定
員　

15
人

■
受
講
料

　

無
料
。
但
し
、
テ
キ
ス
ト
代
・
受
験
料
等

自
己
負
担
あ
り

■
お
申
し
込
み
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

■
締
切　

令
和
７
年
１
月
22
日
㈬
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■
お
問
い
合
わ
せ

　

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　

℡
０
２
５
‐
７
９
４
‐
２
４
１
０

◆
介
護
員
養
成
科
４
期

■
対
象

　

介
護
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得
し
、

福
祉
や
介
護
分
野
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
人

■
期
間

　

令
和
７
年
２
月
13
日
㈭
～
４
月
11
日
㈮

■
時
間

　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
３
時
50
分

　
（
科
目
に
よ
り
変
更
あ
り
）

■
会
場

　

魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

　
（
南
魚
沼
市
西
泉
田
48
番
地
１
）

■
定
員　

12
人

■
受
講
料

　

無
料
。
但
し
、
テ
キ
ス
ト
代
等
自
己
負
担

あ
り

■
お
申
し
込
み
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

■
締
切　

令
和
７
年
１
月
21
日
㈫

■
お
問
い
合
わ
せ

　

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　

℡
０
２
５
‐
７
９
４
‐
２
４
１
０

◆JW
_C

A
D

に
よ
る

　

電
気
設
備
設
計
（
設
備
図
等
作
成
編
）

■
対
象

　

JW
_CAD

の
基
本
操
作
か
ら
、
電
気
設

備
図
面
を
効
率
的
に
作
図
す
る
た
め
の
方
法

を
習
得
し
ま
す
。

■
期
間

　

令
和
７
年
２
月
22
日
㈯
・
３
月
１
日
㈯

■
時
間　

　

各
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
15
分

■
会
場

　

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

■
定
員　

10
人

■
受
講
料　

４
，
７
０
０
円

■
締
切　

令
和
７
年
２
月
６
日
㈭

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　

℡
０
２
５
‐
７
９
４
‐
２
４
１
０

広報無線を「聞き直し」
　　　　　できるようになりました！

直前に配信された無線音声が、電話で聞き直しできるようになりました。

■聞き直し電話番号

■お問い合わせ

℡025-755-8026
※通話料はお客様にご負担いただきます。ご了承く

ださい。
※同時に聞き直しができるのは２回線までです。
　電話が繋がらない場合はしばらく

時間を空けてご利用ください。

総務課総務班　℡ 765-3112
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令和 6 年度

一般曹候補生及び
自衛官候補生の募集について
自衛隊新潟地方協力本部から一般曹候補生及び自衛官候補生の募集のお知らせです。
インターネットからの応募も受け付けております。お気軽にお問い合わせください。

■一般曹候補生（第４回）  募集要項

募集資格 18 歳以上 33 歳未満の者
（32 歳の者は、採用予定月の末日現在、33 歳に達していない者）

受付期間 令和６年 12 月１日㈰～令和７年１月９日㈭

試験日程 １次：令和７年１月 14 日㈫～ 18 日㈯（うち、指定される１日）
２次：令和７年２月 ５ 日㈬～ ８ 日㈯（うち、指定される１日）

入隊時期 令和７年３月下旬～４月上旬（左記のほかに設定する場合あり）

■自衛官候補生（第６回）  募集要項

募集資格 18 歳以上 33 歳未満の者
（32 歳の者は、採用予定月の末日現在、33 歳に達していない者）

受付期間 令和６年 11 月 23 日（土・祝）～令和７年２月 13 日㈭

試験日程 １次：令和７年２月 20 日㈭～ 22 日㈯（左記の期間で web 試験を実施）
２次：令和７年３月 １ 日㈯（高田駐屯地）、２日㈰（新発田駐屯地）

入隊時期 令和７年３月下旬～４月上旬 （左記のほかに設定する場合あり）

■お問い合わせ
　自衛隊新潟地方協力本部長岡出張所　℡ 0258-33-0256
　総務課　総務班　　　　　　　　　　℡ 765-3112

募　集
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 十日町電気工事協同組合・東北電力
　 グループの取組を紹介します！

— 11月19日　文化センター周辺 —

 なが～い楮
こうぞ

が取れました！
— 11月22日　上郷小学校 —

　上郷小学校の６年生は、自分たちの卒業証書に使わ
れる紙を手作りします。その原料となる楮の刈り取り
をしました。楮は長いもので２m 以上になるものも。
自分たちの身長よりも大きい楮を、苦戦しながらもた
くさん取ることができました。

↑地面のスレスレの所で刈り取ります

↑長くて立派な楮がたくさん取れました

↑高所作業車でかりん灯を磨いてくれました

↑たくさんあった落葉も綺麗に片づけてくれました

　11 月 19 日に十日町電気工事協同組合（主催）と東
北電力ネットワーク十日町電力センターおよび関係会
社の皆様が、ボランティア活動の一環で、文化センター
周辺のかりん灯の清掃と、駐車場のゴミ拾いを実施し
ました。
　総勢 20 名ほどで活動し、かりん灯も駐車場もとて
も綺麗になりました。

↑鉈を使って、楮を均等な長さにしていきます
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10
月
26
日
㈯
津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
を
会
場
に
、第
13
回
つ
な
ん
認
知

症
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
入
り
口
で
は
、町
内
介
護
事
業
所

か
ら
協
力
い
た
だ
い
た
、明
治
安
田「
大
人

の
塗
り
絵
コ
ン
ク
ー
ル
」の
展
示
の
ほ
か
、

歩
行
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
、「
い
こ
い
の

家
」の
自
主
製
品
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、「
な
ぜ
あ
の
人
は
元
気

な
の
？
～
デ
ー
タ
で
読
み
解
く
介
護
予
防

と
認
知
症
～
」を
テ
ー
マ
に
、上
越
総
合
病

院 

横
田
剛
様
か
ら
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

な
か
で
も
、人
生
の
後
半
に
運
動
を
始

め
た
人
は（
過
去
に
運
動
歴
が
無
く
て
も
）認

知
機
能
を
保
持
す
る
可
能
性
が
高
い
こ

と
、社
会
で
の
役
割
が
見
い
だ
せ
な
く
な

る
と
、ま
ず
買
物
・
電
話
・
外
出
な
ど
の
動

作
が
低
下
し
、閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、

次
第
に
身
体
機
能
ま
で
も
が
低
下
し
…
ド

ミ
ノ
倒
し
の
よ
う
に
衰
え
が
進
む
た
め
、

交
流
が
減
っ
た
ら
要
注
意
だ
と
い
う
話
は

驚
き
で
し
た
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
た
め
に
は
、

栄
養（
食
・
口
腔
機
能
）、身
体
活
動（
運
動
や

社
会
活
動
）が
大
事
な
の
だ
と
再
確
認
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、い
き
い
き
サ
ロ
ン（
通
い
の
場
）の

取
り
組
み
報
告
と
し
て
、小
池
き
ら
く
に

会
、お
茶
っ
こ
サ
ロ
ン
秋
成
の
か
た
が
た

か
ら
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

介
護
予
防
の
場
と
し
て
、主
に
体
操
や

運
動
を
取
り
入
れ
た
場
を「
通
い
の
場
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。町
内
で
は
、割
野
、

十
二
ノ
木
、秋
成
、小
池
、上
段
集
落
で
タ

カ
ラ
モ
ノ
体
操
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、あ
な
た
も
取
り
組
み
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

● ストレッチ体操
● 筋力トレーニング
● お口の体操
● リズム体操
　  （津南小学校「Takaramono ～ジオPRソング～」を使用）

　上記４つの体操で構成されています。町立津
南病院の協力のもと、簡単で、介護予防の効果が
出るように作られました。
　この体操は町公式YouTubeでもご覧いただ
けます。

　仲間と一緒に通いの場に参加したい、自分の
地域でもやってみたいというかたは地域包括支援
センターまでご相談ください。

タカラモノ体操タカラモノ体操  とは…

なぜあの人は元気なの？
～データで読み解く介護予防と認知症～

つなんつなん

認知症フォーラム認知症フォーラム

第13回
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

津南町地域包括
支援センター
765-5455

津南町認知症津南町認知症
見守りキャラクター見守りキャラクター

にんこっこにんこっこ

だ

ん
だんどうも！

だ

ん
だんどうも！
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大好き
津南町
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知って
　  ほしい！ CC

シ ーシ ー

KK
ケ ーケ ー

DD
デ ィ ーデ ィ ー

のこと

CKDとは、慢
ま ん

性
せ い

腎
じ ん

臓
ぞ う

病
びょう

のこと

CKD はさまざまな病気の危険因子です

腎臓を守るための４つのポイント

　CKD（Chronic Kindney Disease）とは慢性腎臓病のことで、
腎機能の異常が続いている状態を言います。
　あまり聞きなじみがないかもしれませんが、日本の CKD 患者は 1,330 万人（20 歳以上の
8 人に１人）と推計され、誰もがかかる可能性のあるとても身近な病気です。

　CKD の状態にあると、心筋梗塞や心不全、脳卒中のなどの重大な病気のリスクが高
まり、死亡率が上昇することが分かっています。また、CKD が進行し腎不全（腎臓の

役割が果たせない状態）になると、人工透析や腎移植が必要になることもあります。

　 腎臓は一度悪くなってしまうと、もとに戻りません。こうした重大な病気や腎不全に
ならないように、CKD の予防や早期発見に心がけましょう。

　CKD は症状がないまま進行するため、早期
発見のためには定期健診を受けることが不可
欠です。数値の変化を確認し、生活習慣を見
直すきっかけにしましょう。

　塩分は直接的・間接的（高血圧の誘因）に腎臓
にダメージを与えます。酸味や香辛料を利用
する、練り製品や加工肉を控える、麺類の汁
は残すなど、できることからはじめましょう。

　高血圧や糖尿病、高脂血症などは
CKD の原因になるため、これらを改
善することが CKD
予防につながります。

　薬やサプリメントの中には腎臓に影
響を与えるものがあります。常用して
いるものがあれば医師や薬剤師に相談
しましょう。

令和７年３月に、慢性腎臓病についての講演会を実施予定です。
詳細は後日広報誌などでお知らせします。

尿 検 査 たんぱく尿が出ている

上記のいずれか、または両方が 3 か月以上続く状態を CKD と言います。

具体的には…

e
イージーエフアール

GFR（推算糸球体ろ過量）が60ml/分/1.73㎡未満に低下している血液検査

<ポイント❹> 不必要に薬を飲まない

<ポイント❷> 生活習慣病の改善<ポイント❶> 定期健診を受ける

<ポイント❸> 塩分を控える

まずは健診結果で
ここをチェック！

今月は
大平裕加里
保健師
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増岡 陽一

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

農
業
の

知
識

豆

   

「
♪
は
～
や
く
こ
～
い
こ
い
お
正
月
～
♪
」

で
お
な
じ
み
の
一
節
に
も
あ
る
よ
う
に
、
正

月
は
私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
特
別
な
行
事

で
す
。
そ
ん
な
正
月
に
「
大
」「
小
」
二
つ

が
存
在
す
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

●
満
月
の
正
月
、「
小（
こ
）正
月
」

　

か
つ
て
日
本
は
月
の
満
ち
欠
け
を
１
カ
月

の
基
準
と
し
、
満
月
と
な
る
旧
暦
１
月
15
日

を
１
年
の
始
ま
り
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
新
し
い
暦
が
中
国
か
ら
伝
わ
り
、
１
月
１

日
が
正
月
と
定
め
ら
れ
た
後
も
、
庶
民
の
間

で
は
「
１
月
15
日
＝
正
月
」
が
残
っ
て
い
た

た
め
、
両
者
は
大
正
月
と
小
正
月
に
区
別
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
小
正
月
行
事
と
農
業
と
の
関
係

　

小
正
月
は
農
業
に
関
す
る
様
々
な
行
事
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
各
地
に
伝
わ
る
多
彩

な
行
事
は
主
に
「
豊
作
祈
願
」「
吉
凶
占
い
」

「
悪
霊
払
い
」
の
意
味
に
分
け
ら
れ
、
現
在

な
お
行
わ
れ
る
地
域
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

①
豊
作
祈
願

 　

豊
作
祈
願
と
し
て
餅
や
団
子
を
丸
め
、

枝
に
刺
し
て
飾
る
「
餅
花
」
や
「
繭
玉
」
が

あ
り
ま
す
。
一
年
の
豊
作
を
祈
願
し
、
稲
の

●
小
正
月
の
本
来
の
姿

　

か
つ
て
の
正
月
祝
い
が
農
耕
行
事
と
し
て

行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
の
は
、
そ
れ
だ
け
農

業
が
生
活
の
中
心
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
月
を
眺
め
、
五
穀
豊
穣
を
願
う
、

そ
ん
な
小
正
月
を
過
ご
す
の
も
日
本
人
の
本

来
あ
る
べ
き
姿
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

正
月
と
農
業
の
関
係
に
つ
い
て

■お問い合わせ　農林振興課農林班　℡765‐3115

　

津
南
町
に
移
住
し
日
が
浅
い
で
す
が
、

津
南
町
の
か
た
が
た
に
は
本
当
に
よ
く
し

て
頂
い
て
お
り
感
謝
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

私
の
住
む
見
玉
集
落
の
か
た
が
た
、中
津

地
区
の
か
た
が
た
、商
店
・
飲
食
店
等
の
か

た
が
た
、町
役
場
の
か
た
が
た
、地
域
お
こ

し
協
力
隊
メ
ン
バ
ー
な
ど
、気
さ
く
に
会

話
に
応
じ
て
も
ら
え
温
か
く
お
迎
え
頂
い

て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

着
任
前
に
、中
津
地
区
振
興
協
議
会
の

鈴
木
会
長
を
は
じ
め
中
心
的
な
サ
ポ
ー
ト

メ
ン
バ
ー
の
話
し
合
い
で「
増
岡
に
は
３
か

月
間
、津
南
の『
よ
い
と
こ
・
わ
る
い
と
こ
』

を
探
求
し
て
、具
体
的
な
活
動
方
針
を
考

え
て
も
ら
う
」と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
も
そ
も
津
南
町
に
魅
力
を
感
じ
て
の

移
住
決
断
だ
っ
た
た
め『
わ
る
い
と
こ
』を

探
す
の
に
は
苦
労
を
し
ま
し
た
。先
入
観

を
捨
て
て
モ
ノ
ゴ
ト
を
俯
瞰
的
に
見
て
考

え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。紙
面
の
都
合
も
あ

る
の
で
具
体
的
に
は
記
載
し
ま
せ
ん
が『
わ

る
い
と
こ
』と
い
っ
て
も
各
個
人
の
持
つ
感

じ
か
た
、い
わ
ゆ
る
視
点
や
本
人
の
い
る

環
境
で
見
え
か
た
が
変
わ
る
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。『
よ
い
と
こ
・
わ
る
い
と
こ
』と

い
う
私
見
で
な
く『
こ
こ
に
あ
る
事
実
・
環

境
・
状
況
』を『
よ
い
と
こ
』と
感
じ
る
人
を

多
く
創
出
し
呼
び
寄
せ
る
こ
と
が
、津
南

町
が
よ
り『
よ
い
と
こ
』に
な
る
近
道
と
感

じ
ま
し
た
。

　

秋
に
、東
京
の
仕
事
に
疲
れ
気
分
転
換
に

『
稲
刈
り
体
験
』を
希
望
し
た
同
級
生
と

飲
食
店
で
夕
飯
を
と
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、衝

立
越
し
に
地
元
の
か
た
の「
俺
は
、津
南
を

○
○
し
て
良
く
し
た
い
ん
だ
よ
！
」と
い
う

声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。私
は
思
わ
ず
ニ
ン

マ
リ
し
ま
し
た
。津
南
町
の
か
た
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
横（
町
内
・
地
区
内
・
集
落
内
）で
つ
な

ぎ
、縦（
他
市
町
村
・
他
県
・
首
都
圏
）に
発
信
し

た
い
な
ぁ
、と
強
く
感
じ
ま
し
た
。同
級
生

も
魅
力
に
取
り
憑
か
れ
２
週
連
続
で
訪
れ

と
て
も
感
動
し「
大
自
然
で
の
体
感
・
体
験

を
望
む
人
は
首
都
圏
に
多
く
い
る
」と
言

葉
を
残
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
メ
ン
バ
ー
も
み

な
さ
ま
に
活
動
内
容
を
理
解
し
て
頂
き
、

我
々
自
身
も
横
で
つ
な
が
り
縦
に
発
信

す
る
気
持
ち
で
邁
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

花
に
見
立
て
て
作
る
の
が

餅
花
、
繭
が
た
く
さ
ん
と

れ
ま
す
よ
う
に
と
願
い
を

込
め
て
作
る
も
の
は
繭
玉

と
呼
ば
れ
ま
す
。

②
吉
凶
占
い

　

吉
凶
占
い
で
有
名
な
も
の
に
「
粥
占
い
」

が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
神
社
な
ど
で
は
大
釜

で
粥
を
焚
き
、
焚
き
上
が
り
で
そ
の
年
の
豊

凶
を
占
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
小
正
月
に
小
豆

粥
を
食
べ
る
と
一
年
間

健
康
で
い
ら
れ
る
と
の

信
仰
も
あ
り
ま
す
。

③
悪
霊
払
い

　

悪
霊
払
い
と
し
て
行
う
行
事
に
「
ど
ん
ど

焼
き
」
が
あ
り
ま
す
。
新
潟
県
で
は
「
さ
い

の
神
」
で
す
ね
。
語
源
は
、
悪
霊
の
侵
入
を

防
ぐ
神
→
さ
え
ぎ
る
神
→
さ
え
の
神
→
さ
い

の
神
と
い
う
説
が
あ
り

ま
す
。
他
に
も
農
業
の

大
敵
鳥
害
を
払
う
意
味

の
「
鳥
追
い
」
を
行
う

地
域
も
あ
り
ま
す
。
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早
い
も
の
で
今
年
も
締
め
く
く
り
の

時
節
と
な
り
ま
し
た
。あ
っ
と
い
う
間

に
時
が
経
ち
、今
年
も
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。ご
利
用
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、い
つ
も
公
民
館
図
書
室
及

び
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号
で
１
年
間

本
を
借
り
て
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。来
年
も
沢
山
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
よ
い
お
年
を
！

・
・
・
来
年
度
の
移
動
図
書
室

　
　
　

ひ
ま
わ
り
号
の
希
望
は

　
　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
か
？
・・・

　

毎
月
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号
を
ご

利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。図
書
室
で
は
来
年
度
に
向
け
て
ひ

ま
わ
り
号
の
周
回
コ
ー
ス
や
日
程
を
検

討
中
で
す
。来
年
度
、新
た
に
私
の
集
落

に
も
来
て
欲
し
い
と
い
う
か
た
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
町
公
民
館（
℡

７
６
５
‐
３
１
３
４
）に
１
月
31
日
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、こ
れ
は
あ
く
ま
で
コ
ー
ス

検
討
の
参
考
と
す
る
も
の
で
す
の
で
、

コ
ー
ス
の
都
合
上
、日
時
・
場
所
の
指
定

は
で
き
ま
せ
ん
し
、ご
要
望
に
沿
え
な

い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

・
・
・【
再
掲
載
】年
末
年
始
の

　
　
　

返
却
期
限
に
つ
い
て
・・・

　

12
月
28
日
㈯
～
１
月
３
日
㈮
は
、公

民
館
と
図
書
室
が
お
休
み
に
な
り
ま
す
。

　

図
書
の
貸
出
期
間
は
本
来
２
週
間

で
す
が
、返
却
期
限
日
が
年
末
年
始

の
休
館
日
と
重
な
っ
た
期
間
に
つ
い

て
は
、返
却
期
限
日
を
休
み
明
け
の
１

月
４
日
㈯
に
延
長
し
て
お
渡
し
し
ま

す
。ご
自
身
の
返
却
日
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
た
と
き
は
、発
行
し
た
レ
シ
ー
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。た
だ
し
相
互
貸
借

の
本
に
つ
い
て
は
返
却
期
限
厳
守
で

お
願
い
し
ま
す
。

・・・
今
月
の
新
刊
お
す
す
め
・・・

　

今
月
の
新
刊
で
紹
介
し
て
い
る

『
レ
ー
エ
ン
デ
国
物
語
』は
2
0
2
4
年

本
屋
大
賞
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品
で
す
。人

気
の
作
品
で
す
の
で
、ぜ
ひ
手
に
取
っ

て
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

・
・
・
季
節
の
本
コ
ー
ナ
ー
・
・
・

　

来
月
の
展
示
す
る
本
を
紹
介
し
ま
す
。

１
月
と
い
う
事
で
新
年
に
関
す
る
本
や
、

干
支
の
巳（
蛇
）、雪
、冬
に
関
す
る
本
を

展
示
し
ま
す
。ま
た
、今
年
の
公
民
館
図

書
室
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
に
ノ
ミ
ネ
ー

ト
さ
れ
た
本
や
そ
の

作
家
さ
ん
の
本
も
展

示
し
ま
す
。ベ
ス
ト

ラ
ン
キ
ン
グ
は
次
号

で
発
表
し
ま
す
の
で

お
楽
し
み
に
！

■
休
館
日

　

12
月
28
日
㈯
～
１
月
３
日
㈮

　

１
月
27
日
㈪

わかったさんの
ショートケーキ

　わかったさんのクリスマスの日に体験した不
思議な出来事。凍った道路を車で運転していた
ら、滑ってサンタさんを轢いてしまった！と思った
ら幻想世界でクリスマスケーキを配るサンタさん
のお手伝いをすることに。わかったさんの作っ
たショートケーキの作り方の他、クリスマスにぴっ
たりな色々なケーキの作り方も収録。

寺村　輝夫

※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『知っているようで知らない物価のしくみ』
 ……………………………………………………………………………………… 池田書店
●『石破茂の「頭の中」』 ………………………ブックマン社
●『姉と弟』 ……………………………………………………………… 岩波書店
●『老い方がわからない』 ………………………………… 双

ふた

葉
ば

社
しゃ

●『架空犯』 ……………………………………………………………東
ひがし

野
の

  圭
けい

吾
ご

●『小
お

千
ぢ

谷
や

の風』 …………………………………………………玄
げん

間
ま

  太
た

郎
ろう

●『小説イタリア軒物語』 …………………………宮
みや

島
じま

  敏
とし

郎
ろう

●『レーエンデ国物語１～４』 ………………多
た

崎
さき

  　礼
れい

【子どもの本】
●『晴れ、ときどき雪』…………………………………………… 講談社
●『おしりたんてい かいとうUのおとしもの』
 ……………………………………………………………………………………… ポプラ社
●『ふしぎな図書館とクリスマス大決戦』
 …………………………………………………………………………………………… 講談社
●『幻獣の飼い方』 ……………………………………実業之日本社
●『ゆきのもりのおくりもの』
 ………………………………………………………………… リンデ・ファース
●『はじめまして、サンタさん』 ……ジャーヴィス
●『ノラネコぐんだんピザをやく』
 ………………………………………………………………………………工藤  ノリコ
●『パンダとうさん』 ………………………………………中

なか

川
がわ

  貴
たか

雄
お

広報ライブラリー
今月の１冊今月の１冊

12月 −師
し

走
わ す

−

12月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

雪
影

愛あ
い

猫び
ょ
う

が
静し
ず

か
に
眠ね
む

る
膝ひ
ざ

の
上う
え

確た
し

か
に
生い

き
る
熱ね
つ

を
伝つ
た

え
て 

板
場
麻
実

朝あ
さ

霧ぎ
り

が
水み
な

面も

を
覆お
お

う
中な
か

子ご

池い
け

水み
ず

鳥ど
り

達た
ち

も
寒さ
む

さ
堪こ
ら

え
て 

山
本
光
一

長な
が

雨あ
め

に
四し

苦く

八は
っ

苦く

す
る
も
稲い
ね

刈か

り
ぬ

深ふ
か

い
た
め
息い
き

ひ
と
つ
夫お
っ
と

つ
く 

江
村
美
智
代

山さ
ん

頂ち
ょ
う

を
削け
ず

り
取と

っ
た
か
中な
か

津つ

川が
わ

の

水み
ず

の
仕し

業わ
ざ

か
河か

岸が
ん

段だ
ん

丘き
ゅ
う 

小
島
香
代
子

恐き
ょ
う

竜り
ゅ
う

の
人に
ん

形ぎ
ょ
う

遊あ
そ

び
の
最さ
い

中ち
ゅ
う

に

ス
マ
ホ
持も

つ
我わ
れ

に
吾あ

子こ

「
や
め
て
こ
れ
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
晴
二
歳
） 

江
村
大
輔

花は
な

届と
ど

き
て
義い
も

妹う
と

の
年ね
ん

忌き

友と
も

た
ち
が

忘わ
す

れ
ざ
る
こ
と
胸む
ね

に
込こ

み
あ
ぐ 

津
端
恵
子

双ふ
た

子ご

座ざ

の
流り
ゅ
う

星せ
い

群ぐ
ん

は
雲く
も

の
上う
え

星ほ
し

の
か
け
ら
の
雪ゆ
き

降ふ

り
そ
そ
ぐ 

貝
澤
圭
子

鈍に
び

色い
ろ

の
雲く
も

の
切き

れ
目め

に
青あ
お

空ぞ
ら

の

わ
づず

か
に
の
ぞ
く
心こ
こ
ろ

の
ご
と
く 

恩
田
久
美
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
十
一
月
）

秋あ
き

草く
さ

の
脚あ
し

か
す
め
つ
つ
ペ
ア
リ
フ
ト

点て
ん

滴て
き

の
針は
り

の
さ
し
替か

へ
晩ば
ん

夏か

光こ
う

 

緑　

味み

噌そ

玉だ
ま

に
増ふ

え
ゆ
く
罅ひ
び

や
冬ふ
ゆ

ご
も
り

紅こ
う

白は
く

の
鯉こ
い

の
紅べ
に

透す

く
初は
つ

氷ご
お
り

 

房　

良

孫ま
ご

の
箸は
し

こ
ろ
が
る
芋い
も

を
追お

い
か
け
て

村む
ら

は
づ
れ
柿か
き

色い
ろ

づ
き
て
雨あ
め

に
濡ぬ

れ

 

守　

人

段だ
ん

丘き
ゅ
う

を
一い
ち

段だ
ん

あ
が
れ
ば
蕎そ

麦ば

の
花は
な

家い
え

五ご

軒け
ん

見み

え
か
く
れ
す
る
芒す
す
き

原は
ら

 

壽　

子

日ひ

短み
ぢ
か

や
残の
こ

り
野や

菜さ
い

を
か
き
集あ
つ

め

冬ふ
ゆ

囲か
こ

ひ
隣と
な
り

と
お
茶ち
ゃ

も
一い
っ

緒し
ょ

に
す

 

渡　

舟

長な
が

靴ぐ
つ

の
真ま

ん
中な
か

ま
で
来く

る
雨あ
ま

水み
ず

に

足あ
し

と
ら
れ
ぬ
よ
う
稲い
ね

を
刈か

り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
二
四
．
秋
始
末
） 

丸
山
直
子

粒つ
ぶ

つ
ぶ
の
露つ
ゆ

を
ま
と
ひい

て
銀ぎ
ん

色い
ろ

の

狗え
の

尾こ
ろ

草ぐ
さ

は
光ひ
か
り

集あ
つ

め
て 

小
野
寺
恒
代

木も
く

犀せ
い

の
か
お
り
漂た
だ
よ

う
部へ

屋や

内ぬ
ち

に

午ご

後ご

を
安や
す

ら
ぎ
ア
ル
バ
ム
め
く
る 

高
橋
春
枝

仏ほ
と
け

帰か
え

る
険け
わ

し
き
道み
ち

に
ソ
ー
メ
ン
を

道み
ち

し
る
べ
と
す
る
言い

ひい

伝つ
た

へえ

聞き

く 

鈴
木
綾
子

長
生
学
園

紅こ
う

葉よ
う

の
河か

岸が
ん

段だ
ん

丘き
ゅ
う

眺な
が

め
い
て

津つ

南な
ん

に
嫁と
つ

ぎ
し
幸し
あ
は

せ
思お
も

ふ 

中
村
武
子

初は
つ

雪ゆ
き

に
五ご

月が
つ

菜な

の
畑は
た

埋う
づ

も
れ
て

根ね

雪ゆ
き

と
な
る
や
師し

走は
す

七
日か

に 

島
田
眞
之
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　前月までに100日運動カードを提
出いただいたかたを、このコーナーで
ご紹介します（敬称略）

健康体力健康体力
づくりづくり 100日運動100日運動

 3400日 髙橋昭子（船山）
 2900日 城澤作義（小下里）
 200日 涌井蓮（割野）、桑原フサエ（秋成）

主な運動：ラジオ体操、健骨体操、
　　　　 通いの場体操 他

　

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算

す
る
と
き
に
、
保
険
料
の
免
除
・
納

付
猶
予
や
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を

受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
保
険

料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
と
比
べ
て

年
金
額
が
低
額
に
な
り
ま
す
。
納
付

猶
予
や
学
生
納
付
特
例
の
期
間
は
年

金
の
受
給
資
格
期
間
と
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
右
記
の
期
間
の
保
険
料

を
、
後
か
ら
納
付
（
追
納
）
す
る
こ

と
に
よ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金

額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
社
会
保
険
料
控
除
に
よ
り
、
所

得
税
・
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
方
法

・
追
納
申
請
用
紙
は
、
日
本
年
金
機

構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
年
金
事
務
所

窓
口
ま
た
は
、
役
場
町
民
班
に
あ

り
ま
す
。
お
近
く
の
年
金
事
務
所

ま
た
は
、
役
場
町
民
班
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

登録はこちら
登録補助の
詳細はこちら

新潟県では、独身男性、独身女性の出会いをサポートをする
ために、婚活マッチングシステム「ハートマッチにいがた」
を導入しました。結婚を希望する 20 歳以上の独身で、新潟
県に在住のかた、県内にお勤めのかた、または新潟県へ移住
を希望するかたならどなたでも登録することができます。
津南町は登録料金の補助を行っています。補助の詳細は右記
QRコードからご覧ください。

＜実施された行事＞
〔11月〕
	 22日	 議会だんだんよくする住民懇談会
	 26日	 県町村議会議長会全議員研修会
	 29日	 令和７年度建策要望事項回答会
〔12月〕
	 2日	 町除雪隊結団式（議長、産業建設
	 	 常任委員長）
	 4日	 議会運営委員会
	 4日	 全員協議会
	 4日	 総文福祉常任委員会（協議会）
	 4日	 議会広報特別委員会
	11日～13日	 第４回定例会
	 13日	 議会広報特別委員会

	 16日	 長生学園創立60周年記念式典
	 	 及び閉園式（議長）
	 17日	 十日町地域広域事務組合議会
	 	 第２回臨時会
	 19日	 上越魚沼地域振興快速道路「十日町・六日
	 	 町間」整備促進連絡協議会総会（議長）
＜今後予定されている行事＞
〔12月〕
	 22日	 議会だんだんよくする住民懇談会
〔１月〕
	 5日	 町消防出初式
	 6日	 各界年賀交歓会
	 7日	 県町村議会議長会正副会長会議、
	 	 議長会議（議長）
	 8日	 議会運営委員会
	 8日	 全員協議会

■
納
付
方
法

・
申
請
書
を
提
出
し
た
後
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
納
付
書
が
届
き
ま
す

の
で
、
納
付
書
で
保
険
料
を
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
書
を
使
用

し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払

い
に
は
次
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
金
融
機
関
、
郵
便
局
で
納
付
す
る

②
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
す
る

③
電
子
納
付
で
納
付
す
る

④
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
納
付
す
る

■
注
意
事
項

・
10
年
以
内
の
免
除
・
納
付
猶
予
に

限
り
追
納
が
で
き
ま
す
。

・
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
や
学

生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期

間
の
う
ち
、
原
則
古
い
期
間
の
分

か
ら
納
め
て
く
だ
さ
い
。

・
３
年
度
以
上
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険

料
を
納
め
る
場
合
は
、
当
時
の
保

険
料
に
一
定
額
が
加
算
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
早
目
の
追
納
を
お
勧
め

し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
自
動
音
声
案
内
①
を
押
し
た
後
、
②

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

・
税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

年
金
年
金
コ
ー
コ
ー

      

ナ
ー
ナ
ー

議会コーナー

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を

お
勧
め
し
ま
す
！

お
勧
め
し
ま
す
！
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貯
筋
運
動 

参
加
者
募
集

年
末
年
始
の
予
定

本
年
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

貯
筋
運
動
と
は
加
齢
と
と
も
に
低
下
し

や
す
い
足
の
筋
肉
を
効
果
的
に
鍛
え
る
運

動
で
す
。
貯
筋
の
テ
ー
マ
を
歌
い
な
が
ら

一
緒
に
運
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日　

時

　

１
月
９
日
～
３
月
13
日
（
全
10
回
）

　

午
後
1
時
30
分
～
３
時
ま
で

　

毎
週
木
曜
日

■
参
加
費　

Ｔ
ａ
ｐ
会
員　
　

４
４
０
円

　
　
　
　
　

非
会
員　
　
　
　

５
５
０
円

■
対　

象　

60
歳
以
上
の
男
女

■
定　

員　

20
名

■
お
申
し
込
み　

１
月
７
日
㈫

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
お
申
し
込
み
先

　

N
P
O
法
人
Ｔ
ａ
ｐ

　
（
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６
）

■
総
合
セ
ン
タ
ー

・
ロ
コ
チ
ャ
レ　
　
　

12
月
27
日
㈮
ま
で

・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス　
　

12
月
23
日
㈪
ま
で

・
卓　

球　
　
　
　
　

12
月
27
日
㈮
ま
で　

※
新
年
は
１
月
６
日
㈪
か
ら
通
常
開
催

■
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

　

年
末
年
始
特
別
営
業
時
間

　

12
月
31
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　

1
月
1
日
㈬　

休
館

　

1
月
2
日
㈭　

正
午
～
午
後
５
時

　

1
月
3
日
㈮　

正
午
～
午
後
５
時

　

1
月
4
日
㈯
か
ら
通
常
営
業
。
各
種
教
室

も
開
始
し
ま
す
。

○
詳
し
く
は
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

　

℡
7
6
5
‐
3
7
1
1
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
Ｔ
ａ
ｐ
は
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
と
し
て
国
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
さ
ま
の
健
康
づ
く
り

に
寄
与
し
、
生
涯
に
渡
っ
て
生
き
生
き
と

活
動
で
き
る
場
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
邁

進
し
て
い
く
所
存
で
す
。
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
や
教
室
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ

ま
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
歳
末
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

今
年
案
内
し
た
お
客
さ
ん
の
人
数
は

１
０
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
！

コ
ロ
ナ
禍
が
本
格
的
に
明
け
、
ツ
ア
ー
バ

ス
に
同
乗
し
て
ガ
イ
ド
す
る
こ
と
も
増
え
て

き
た
今
年
度
は
、
観
光
協
会
を
窓
口
に
し
た

申
し
込
み
だ
け
で
も
全
部
で
１
０
９
回
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
う
ち
31
回
は
今
年
あ
っ
た
大
地
の
芸

術
祭
と
の
連
携
事
業
。
こ
れ
は
毎
週
金
曜
・

日
曜
に
芸
術
祭
を
案
内
す
る
ツ
ア
ー
バ
ス
が

秋
山
郷
方
面
に
入
り
、
そ
の
道
中
を
ジ
オ
ガ

イ
ド
が
同
乗
し
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
も
一

緒
に
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
と
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
、ガ
イ
ド
さ
ん
の
活
躍
に
よ
っ
て
、

お
客
さ
ん
の
満
足
度
の
向
上
は
も
と
よ
り
、

こ
の
地
域
に
３
０
０
万
円
ほ
ど
の
経
済
効
果

が
生
ま
れ

ま
し
た
。

ガ
イ
ド
の

み
な
さ
ん

大
変
お
疲

れ
様
で
し

た
！

「
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

　
　 

～
良
さ
を
伝
え
隊
～
」
12
月
４
日

津
南
小
学
校
４
年
生
に
よ
る

  

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
発
表
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

こ
の
取
り
組
み
は
新
潟
圏
域
３
ジ
オ
パ
ー

ク
（
糸
魚
川
・
佐
渡
・
苗
場
山
麓
）
の
子
ど
も

同
士
が
交
流
す
る
事
業
の
一
環
と
し
て
２
年

前
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
初

め
て
白
山
手
取
川
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
（
石
川
県
）
も
参
加
し
、
全
部
で
４
つ
の

地
域
の
学
校
が
集
い
ま
し
た
。

今
回
発
表
し
て
く
れ
た
津
南
小
学
校
４
年

生
は
、
今
年
訪
れ
た
ジ
オ
サ
イ
ト
ご
と
に
８

つ
の
チ
ー
ム
に
わ
か
れ
、
ジ
オ
学
習
の
成
果

と
し
て
、
見
玉
の
古
型
マ
ン
モ
ス
、
今
井
城

跡
、
切
明
温
泉

や
展
望
台
か
ら

の
絶
景
な
ど
写

真
や
ス
ラ
イ
ド

を
作
成
し
、
発

表
。
苗
場
山
麓

の
魅
力
を
伝
え

て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
画
面
越
し
で
は
あ
り
ま
す

が
、
普
通
に
行
け
ば
片
道
２
時
間
以
上
か
か

る
地
域
の
ジ
オ
パ
ー
ク
と
、
こ
う
や
っ
て
テ

レ
ビ
電
話
の
よ
う
に
結
ん
で
お
互
い
交
流
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
コ
ロ
ナ
禍
が

こ
の
秋
は
ジ
オ
ガ
イ
ド
さ
ん
が
大
活
躍

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

℡
７
６
５
‐
１
６
０
０

他校の発表をしっかりと聞く児童。
どのジオパークにも積極的に

質問をしていました。

秋の紅葉時期を前にガイド自ら
目合わせのため研修。

切明温泉では案内の方法や
導線について確認しあいました。

与
え
た
一
つ
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

日
本
認
定
10
周
年
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１月 【なじょもん☎ 765-5511】 予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

日 時 プログラム 金額 対 象

5日㈰ 13:30～15:30 和紙のあかり  ※スイッチライトは別途950円 1,500 中学年以上

12日㈰ 9:00～11:00 スノーシュー  ～なじょもんの森へ～ 500 低学年以上

13日（月・祝） 13:30～15:30 カラムシの糸撚り 1,000 中学年以上

〇津南わら工芸会25周年記念作品展
　－今朝松さんと仲間達－
　会　期：1月18日㈯～2月16日㈰
　津南わら工芸会のメンバーが作製した約 100 点の

わら細工作品を展示します。

　匠の技をどうぞご覧ください。

〇「和紙のあかり」 体験
　日　時：1月5日㈰　午後1時30分～３時30分
　体験料：1,500円　※友の会会員は半額
　対　象：小学3年生～大人
　コウゾの紙料を使って、柔らかい明かりのランプシェードを作ります。

　※ライトは別途 950 円かかります。

〇「スノーシュー ～なじょもんの森へ～」 体験
　日　時：1月12日㈰　午前９時～11時
　体験料：500円　※友の会会員は半額
　対　象：小学1年生～大人
　スノーシューの履き方、歩き方の練習をしてから、

起伏の少ないコースで自然観察を行います。

　自然観察の後は竪穴住居でのんびり過ごしましょう。

〇「カラムシの糸撚り」 体験
　日　時：1月13日（月・祝）　午後1時30分～３時30分
　体験料：1,000円　※友の会会員は半額
　対　象：小学３年生～大人
　カラムシの繊維を裂き、撚りをかけて糸を作ります。

〇年末年始休館日のお知らせ
　12 月 28 日㈯〜 1 月 4 日㈯を休館とさせていただきます。

　来年も皆さまのお越しをお待ちしています。

ショップにも並ぶ
わら細工

スノーシュー  ～なじょもんの森へ～

カラムシの糸撚り

和紙のあかり

N
ajom

on Inform
ation
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編
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／
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課
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
11
月
19
日
に
十
日
町
電
気
工
事
共
同

組
合
の
皆
様
が
、文
化
セ
ン
タ
ー
付
近
の
街
灯
清
掃
と
、

駐
車
場
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。十
日
町
電
気
工
事
協
同

組
合
の
皆
様
は
、町
の
灯
り
を
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　12月2日、今年も町除雪隊の結団式を行いました。大相撲の琴桜が、時
間いっぱい前に最後の仕切りを入れ、気合を入れるシーンがあります
が、気合を入れ、お互いを高め合い、シーズン最終日まで安全第一でお願
いします！と申しました。その後、鳴り出したタイヤチェーンの音に、「い
よいよ来たな！」と興奮し、外まで追っかけをしました。除雪隊には、町中
から屈強な皆さんが集まってくださっており、心強く思っております。
　さて、今年一年を総括する季節となりました。今年の一字は、「糸」
だったかなと思っています。糸偏の漢字には、あたたかさが伝わってく
る感じがあります。そして、人と人をつないでいく意味が多くあるよう
に思います。
　「絆（きずな）」、「続（つづく）」、「組（くみ）」、「縁（えん・えにし）」、「結（む
すぶ）」など。「終（おわり）」は、巻き切った糸玉の意味なのだそうです。糸
を巻いて、切りが良い状態で「永遠のおわり」ではありません。終わって
も、そこでプッツリ切れてしまうのではなく、また次が始まります。新し
いことは始まっても、今までを生かして、次へ進むことも多いですよね。
　特に、「縁」の漢字は、①ふち。へり。②よる。手がかりによって何かを
さぐる。という意味があります。
　物事が生じる直接的な力を「因」と言い、それを助ける条件的な「縁」
があり、それらが結びついて生じた結果を「果」と言うそうです。起こっ
ている現象すべてが、例えば植物が芽を出すこともすべてが、因と縁が
結びついた結果であるということです。
　「縁」があって、今の自分があることを考えます
と、糸偏の不思議さとともに、つながりが大切であ
ることを明確に表しています。来る年も、これまで
の「縁」をより大切にし、編み、町民の皆さまをあた
ためる布にする年にしたいと思います。というこ
とで、来年の一字も「糸」を継続します！

と
な
に
を
す
る
に
も
ギ
リ

ギ
リ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
た
の
で
、
2
0
2
5
年

は
余
裕
を
も
っ
て
行
動
す

る
こ
と
を
心
が
け
た
い
で

す
。皆
さ
ん
も
体
調
に
気

を
つ
け
て
、よ
い
お
年
を

お
迎
え
く
だ
さ
い
！

	

反
り
目
直
史

　

2
0
2
4
年
も
あ
と
少

し
。皆
さ
ん
の
2
0
2
4

年
は
い
か
が
で
し
た
か
？

私
は
公
私
と
も
に
い
ろ
い

ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
重
な
り
、

忙
し
く
も
と
て
も
楽
し
い

1
年
で
し
た
。思
い
返
す

1 年前のちょうど今ごろ
書いた「糸」です。

町長の部屋 〜2
つ

7
な

0
ん

ちゃんねる〜 津南町長　桑原　悠

町長がさまざまなことをお伝えしていきます！

津南町に関する防災・気象情報のほか、
生活情報などをメールにて配信しています！
■登録方法

QRコードを読み込むか下記のメールアドレス
へ空メールを送信。
※迷惑メール設定の指定受信アドレス
　info-tsunan@info.cous.jp

［登録用メールアドレス］
tsunan@cousmail-entry.cous.jp
■メール配信者表記について

防災メールの配信者表記は
「おしらせ つなん」となります。

津南町防災メールを
登録しよう！

QRコード

■人口8,471（−８）　男4,106（−１）　女4,365（−７）

■世帯数3,410（−２）　■転入／ 12　■転出／ 13　■出生／３　■死亡／ 10　■婚姻／３12月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

髙橋　廣幸さん	 （78歳・見玉）

富澤　敬一さん	 （72歳・船山）

半戸　啓子さん	 （89歳・中子）

池田　益永さん	 （84歳・正面）

阿部　里子さん	 （62歳・赤沢）

桑原　　富さん	 （91歳・船山）

涌井サカヱさん	 （98歳・谷内）

風巻　チセさん	 （94歳・恵福園）

小島　テイさん	 （98歳・芦ケ崎）

阿部　　孝さん	 （89歳・船山）

斎喜あいり（上段） 翔太さん
 いずみさん

内山　柊
しゅう

弥
や

（芦ケ崎） 裕介さん
 森恵さん

宮澤璃
り

希
き

人
と

（大割野） 健さん
 紗也香さん

藤ノ木勝吾さん（正面）
星名　友梨さん（十日町市沖立）｝
髙橋　翔平さん（中深見）
茂野　恵美さん（加茂市） ｝

戸 籍 の 窓


